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主 と して抗雑 の入体 自然感作 の存在並び に,そ れ より

得 られ る「ツ」の性状 を知 らん として,動 物及び人体 に於

け る実験 を試 み,以 下の結果 を得た。

1)実 竺鼠 の3群 に各';e,抗 雑,BCG,油 包結核死菌

を1.Omg宛 同時 に接種 し 毎 週同一一動物 に抗雑 「ツ」(旧

「ツJと全 く同様 に抗雑 よ り製 した もの),BCG「 ツ」P

旧「ツ」を注射 し,反 応 の推移を検 したが,抗 雑 接種動物

では,旧 「ツ」BCG「 ツ」反応 は弱いが.抗 雑 「ツ」は甚だ

強い。BCG及 び,油 包死菌 に対 しては,旧 「ツ」BCG

「ツJは何れ も同程度 に反応す るが,抗 雑 「ツ」 も相 当強

く,明 らかな反応 を示 す(その1,第1図)。

2)家 兎の2群 に同様 に抗雑,BCGを 接 種 した成絹

は,天 竺鼠 と稻 気異 り,抗 雑接種 の場合 に,抗 雑「ツJは

勿論,旧 「ッ」も著明 な反応 を示す。亦BCG「 ツ」は両群

　

共 た強反応 を呈 した。

このことか ら旧「ツ」反応は抗雑接種の際 も,或 る場合

には反応 し得 ると考 えられ る(その1,第2図)。

3)更 にごつ の学童集団(計1,396名)・ に,抗 雑「ツ」

と旧「ッ」の1000借 及 び2000倍 稀釈液を注射 し,そ の

反応 を観察 した。そ して両集 団に於て,図 に示す ような

関係 を認 め,統 計学的 にも,こ の二つの反応 は別個の も

の とはいえぬことを確 めた。そ して この反応が,他 の学

者 のい うよ うに非典型的であ るとい う理 由は見 出され な

かつた(そ の2,第1表 第2衷 第1図 第2図)。
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訂 正

結核第26巻 第7号 掲載の東村道雄氏原著 「結核菌の発育環に関する研究」申,誤 がありましたので下記の如

く訂 正 致 し ます 。

誤

p・316,右 段,8行 目,pH6・9,7・1,7・6ま たは2・9

同9行 目,30%Glycerinbouillon

正

pH6。9,7・1,7・6ま た は7。9
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